OuterサポートへのPMTの取り付け                     27/04/2006 SM
5/5/2006更新
Outerのサポートは全部で22個あります。20個は同じ形ですが、残りの2個（10番と11番）は中心付近のPMTの密度を上げるように作られていて、通常のものの2倍の大きさになっています。
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Outerのサポートはアーチ構造への取り付け部分が上流側と下流側で対称になっていません。次図中の赤丸のところ。上流側は出っ張りが短く、下流側は少し出っ張りが長くなっています。
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10番、11番以外の各スラブの中での番号の振り方は上流側を0番として下流側を8番とします。

10番、11番の番号の振り方は次図のようにします。
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各スラブ中ではケーブルを上流側、下流側に割り振る必要があります。これはトリガーからの要請で決まります。各スラブでどのようにケーブルを割り振るかを次のテーブルに示します。10番、11番については特殊な割り振りになるため後述します。

	スラブ番号
	上流側　（PMT分）
	下流側　（PMT分）

	
	本数
	コネクタ
	本数
	コネクタ

	0
	4
	O-0-U
	5
	O-0-D

	1
	4
	O-1-U
	5
	O-1-D

	2
	5
	O-2-U
	4
	O-2-D

	3
	5
	O-3-U
	4
	O-3-D

	4
	4
	O-4-U
	5
	O-4-D

	5
	5
	O-5-U
	4
	O-5-D

	6
	4
	O-6-U
	5
	O-6-D

	7
	5
	O-7-U
	4
	O-7-D

	8
	4
	O-8-U
	5
	O-8-D

	9
	5
	O-9-U
	4
	O-9-D

	12
	4
	O-12-U
	5
	O-12-D

	13
	5
	O-13-U
	4
	O-13-D

	14
	4
	O-14-U
	5
	O-14-D

	15
	5
	O-15-U
	4
	O-15-D

	16
	4
	O-16-U
	5
	O-16-D

	17
	5
	O-17-U
	4
	O-17-D

	18
	4
	O-18-U
	5
	O-18-D

	19
	4
	O-19-U
	5
	O-19-D

	20
	5
	O-20-U
	4
	O-20-D

	21
	5
	O-21-U
	4
	O-21-D


角型コネクタにバーンディピンをさすさし方については、基本的にLateralのホルダーの際の入れ方を踏襲すればよいです。どのピンを使うかについて次図に示します。
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10番、11番のスラブは以下のように割り振って角型コネクターにケーブルを入れます。真ん中で上流側、下流側に分けます。
10番スラブ
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11番スラブ
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	スラブ番号
	上流側　（PMT分）
	下流側　（PMT分）

	
	本数
	コネクタ
	本数
	コネクタ

	10


	6
	O-10-U0
	4
	O-10-D0

	
	4
	O-10-U1
	4
	O-10-D1

	
	3
	O-10-U2
	6
	O-10-D2

	11
	6
	O-11-U0
	4
	O-11-D0

	
	4
	O-11-U1
	3
	O-11-D1

	
	4
	O-11-U2
	6
	O-11-D2


組み立て方手順
1．洗浄、掃除

ホルダーを超音波洗浄機にかけます。1回では洗えないので半分ずつつけながら2回に分けて洗浄します。

2．PMT挿入

PMTを挿入して、どのPMTをどこに入れたかをエクセルファイルに入力します。挿入するとPMTのシリアル番号が見えなくなるのでこの時点で間違わずに入力してください。

挿入時はPMTの向きに注意してください。ホルダーの上流側を左、下流側を右において作業している際に、以下の図のようになるようにPMTを入れてください。

3．ケーブルとりつけ

ケーブルをPMTに半田付けします。ケーブルの通し方は以下の図を参照してください。上流側、下流側でそれぞれ角型バーンディコネクタにケーブルをさし、コネクタの根元をケーブルタイ2本で止めてください（Sideの時と同じように）。
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4．ケーブル固定およびまとめ

ケーブルの長さの違いをまとめて束ねると太くなってホルダーのインストール時にうまく入らない可能性があります。クライオスタットに入れるときに束ねようと思うので、今の時点で束ねることはしないでなじれをとって丸く巻いておいてください。

ケーブルの固定箇所を下図に示します。
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5．接続のチェック

一通り正しくコネクタにピンが刺さっているかチェックして、保護用のシートとアルミホイルできれいに巻いて終わりです。
4PMTの場合


数字はPMT番号、上流側に4本の場合


（カッコ内は下流側に4本の場合）








5PMTの場合


数字はPMT番号、下流側に5本の場合


（カッコ内は上流側に５本の場合）
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